
分科会Eグループ： 
 

次世代育成 

参加機関：12機関 

福岡女子大学、北海道大学、新潟大学、筑波大学、福岡大、 

岩手大学、富山大学、大阪府立大学、東京学芸大学、 

 情報・システム研究機構、九州大学、東京農工大学 

女性研究者研究活動支援事業 シンポジウム2014  

次世代育成の対象： 女性の学部学生、大学院生、若手研究者 

座長： 宮浦千里 
     東京農工大学・副学長 
     女性未来育成機構長 



次世代育成支援：女子学生へのサポート体制（東京農工大学） 

女子大学院生が、女子学部生の相談に応じる 
学生相談員制度を設置。 
週に1回相談窓口を開設、メンターニュース等発行。 

女子大学院生を対象に、学会参加等の旅費補助制度を設置。 
国内・海外の学会、国際会議の参加を支援。 

メンター相談窓口 

女子学生への旅費補助制度 

学部生のキャリアパス支援 

大学院生のキャリアパス支援 

女性研究者・女子学生を対象としたキャリアパスセミナー 
・研究交流会を実施。 
 

キャリアパスセミナー・研究交流会 

連携機関の女性研究者・経営者による講演 

50名活動中 



次世代育成支援：若手女性研究者の養成（東京農工大学） 
 

新規養成女性研究者は、毎月メンター教員へ活動報告および面談を行う。 

キャリア加速部門において、新規養成女性研究者を対象とした教育力向上セミナーを実施 

・新規養成女性研究者とメンター教員との交流、指導の場 
・教育職員としてのスキルアップ、不安の解消 

＜セミナー内容＞ 
 

・講義について 
・学生実習について 
・新規養成女性研究者の教育関与報告 

教育力向上セミナー 

メンター教員の配置 

女性教員（新規養成女性研究者）に、各2名（専攻1名、女性機構1名）のメンター 
教員を配置 

・具体的な授業の方法に関する質問（スライドの作り方、配布資料の分量など）ができて参考になった。 
・成績評価基準や欠席・遅刻への対応など、経験豊富な先生の対処方法を知る事ができてよかった。 

受講者の感想 

・研究や教育に関する相談がすぐにでき、サポートしてもらう事ができて心強かった。 
・女性教員のメンターもいる事で、悩みも親身に聞いてもらえた。 

感想 



女子中高生のためのサマースクール 

平成21年8月1日(土) 
 参加者数：  84名 （女子中高生42名、保護者等42名） 
 

平成22年7月31日(土） 
 参加者数： 129名（女子中高生73名、保護者等56名） 
 

平成23年7月30日(土） 
 参加者数： 104名（女子中高生54名、保護者等50名） 
 

平成24年7月28日(土） 
 参加者数： 109名（女子中高生57名、保護者等52名） 
 

平成25年7月27日(土） 
 参加者数： 120名（女子中高生57名、保護者等63名） 
 

平成26年8月2日(土） 
 参加者数： 108名（女子中高生57名、保護者等51名） 

＜プログラム内容＞ 
女性研究者の講演、農学・工学体験プログラム、施設見学   等 

次世代育成支援：女子中高生の理系進路選択支援（東京農工大学） 



分科会Eグループ「次世代育成」の討論内容 

＜学部生＞ 
 セミナー： 身近なロールモデル、多様なキャリアパスの紹介 
 講義： 共通科目として男女共同参画の講義を取り入れる 
 中高生向けのイベント参加： ロールモデルとしての意識付け・情報共有の場 
 男女共同推進学生委員会： 学生が主体的に参加する枠組み 

 
＜大学院生＞ 
 セミナー・講義： ロールモデルの紹介、留学セミナー、 
             研究力向上セミナー、キャリアパスセミナーなど 
 交流会・学生メンター： 女性同士の横と縦のつながりを持つ 
 学生賞： 公式な賞にする事でキャリアとして活かせる 
 ロールモデル集の作成： 

 （自分がロールモデルとなった場合）ロールモデルとしての自覚、後輩指導 
 （インタビュアーとしての参加）双方向型でロールモデルと向き合える 

参加機関：福岡女子大学、北海道大学、新潟大学、筑波大学、福岡大、岩手大学、富山大学、  

 大阪府立大学、東京学芸大学、 情報・システム研究機構、九州大学、東京農工大学 （12機関） 



分科会Eグループ「次世代育成」の討論内容 

＜若手女性研究者＞ 
 セミナー： ロールモデル、外部資金獲得セミナーなど 
 研究資金の助成： その後の外部資金獲得のきっかけ作り 
 共同研究グループの形成： 女性のみの共同研究グループ、企業とのマッチング  
                   イベントなど 
 メンター制度： 有効な取組で拡大が必要 

 
 
 セミナーなどのイベントを女性限定にするか（次世代育成は男女問わない） 
 セミナーのターゲット焦点の当て方、内容の設定（広報、いかに有効なセミナーに

するか） 
 事業終了後の予算措置（継続性の重要性） 
 ロールモデルの情報公開（一方で個人情報の問題も） 
 地域的な連携など（他機関との連携を含めた次世代育成の広がり） 
 男性の参画推進（事業実施中、事業終了後） 

参加機関：福岡女子大学、北海道大学、新潟大学、筑波大学、福岡大、岩手大学、富山大学、  

 大阪府立大学、東京学芸大学、 情報・システム研究機構、九州大学、東京農工大学 （12機関） 

課題 
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